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7日

1 1日

1 8日'

2 1̂9日

2 3日

3. 
下には営→正節の過 要な以す伏条さ課まの
さ注後のしな・防湿伏でい外°・件い地す方
い意で菫い管秩止防丞す処の尚そに°伏のが
°を←要た理替が止晉°‘雑小の合伏をで成・
怠の作けを，大‘理 或木径 1也せ込す笠績人
ら観目 L.—心下切夏： はは木のてみる木がエ

カモ保存会結成 13.0 0（肱栄集会所） 林 な念では掛刈で季； 低やや方よのよを艮伏

分館対抗婦人バレーボール大会（大谷小学校）業 いをす今げ塁すの特 目やク法ろしぅ十い場考
改 よ打°やて清°高に な日ヌでい方努分とよえ

』
， 優勝上鹿ノ川 艮 う破→農下掃傘温梅 伏当ギ行伏は力に認りま

3 0日戦没者慰璽（肱川中学校） 指 にし山林さな木‘雨 込り・な・伏し掛めはす
導 して仕莱いどの辿期 がのナい鳥場てけら裸と

、健康バトロールカー受領（県庁） 員 て常事経°適調乾の 必少ラま居の下てれ地林
•ヽ｀．．，．＾．．．｀ ＾．．．．、金．｀．．．．．，．，．，．，．，．~．、 9, ．．奪 9 鵞..長，．．．．．．．．．＾給・．．．．｀．．．．ぃ•-•心・｀ ．`．．．．． • • 9.．．， 9'9 9 9,. ．..．．，‘令●令...............心•.............................................・・｀＾ ●‘-`  ＊ ̀ ：―̀、.，．...、,.,．.................今．．．．

取釜のう町 れ児かう援圭とは いの末な仕洗接品りで）レ職ればあ
(2) （1)なり会愛こ共義る‘にち護見し 7 こりとの形を濯社物ま協 l場まいい

た場義ざから施苓扱～付と同援こ出ね出し＾て N とましあでし‘会をすカプやす歳こ
り合援いらが設‘いご場に募金と稼たさよ者精 H しすたわ ‘1c散福持°奉で学°末とん
すに金°訪じを姦を連所な金品に留きれうツ神 K の'°暖た奉り髪祉ら義仕自校こたばな
る‘品 問め訪願い絡へっ会のな守りてとを悲歳歳； かだ仕慰‘施寄援す発，¥．のすにで
相そを す相問いたく苓て＾受っい家老苓い菫弱末末 いし活間餅設つ怠る的そ運けこ明
手れ拠l...iる手さししだ届苓役付て族入りう点兄たた 隣＇さ励ずつをたをとになし動あとる
のを出;......iょのれたまさけり場はいのたのま、全的 すす，・人のがるき・訪り出こ思、てはいしい
着し：べり都る

ヽ
いすれ願ま内郵ま稜援す、国に者けけ＇ 愛中展なやね‘しるいい‘運

たて 四合雙こ°ばうすッ便す誤設が的とツ ああ がに開くど演てああに思る家動
らりい しを；i口，と ‘か°で局＾‘°もゃ、なり‘いい 漂もさい芸‘るつ特いい族が二
を‘た てき［はは＇適共も取‘ 行交こ方あ身 L 運 つほれる等掃いた色のるや行
傷使だ ぐ1い心、‘ 切同ょり肱令な通 (1.) 針げ体で動 ての‘いの除はりが方な町な
つつく だてあ な募り扱川かわ遺ほがて障王で まぽ年る奉‘直‘ぁ法グ内わつを

l'. i i § l l ヽ........、・ • ・ •ャ・・・．．．．．、 ．．．．．ヽ..(...........,............ "•..．‘`...．..．．、... 9 9 ●’・．．` ．．．．．．．．．．．．，．．．．．． ，` ．．．．`．． ．． 0.  ．．．．．．拿• •,........、．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．，，．．．．．．．．，．．^會^・・・ t.• ・'`. `. ^ ̀ ..＇,．．． .w 吟今．．．．，．；•？“”`｀ ・ • 
三・,． 9くな をのりりも い 11 とでに 皿さ歳正と' , • ， 

ニ ー°患点み得行ま‘す最た豊そがあは青へ 早しい末月話こ• .(3)， 9 
分‘のしも新‘楽り‘ かになる事し子れ近しかこ大る‘少 °た←しとよな施明施つけ
し不秩いにし過し‘家 な心さ扱をた供ばはまなで切家な年 家か ＼すが合しう人設る設てる
‘用序生‘いぎいふ、庭家がん会と°と家働す家十で庭んを 阪旦な け迎つもな間のくへくこ
整物を活家年去ふ互で 庭けもが苓十の庭< °庭二すをとす あえて家言だ子接行だと
理‘整が事のつんい話 づ‘こ多し二ふ生婦 づ月°楽いこ

づ
いら一族助ろ供しかさの

整不ぇぉを出たいのし く愛のく子月れ活人 くと しっゃ く ・9 連れみやはう達てれいな
と健る＜分，；＇画一き埋合 り情機な供‘あがが り一 いてか り 動まん職避かにくた°い
ん全°れ担りを年を解：：•い にに会りと一いぁ、多 運月 ももに にすた場げヒ-fピら よ
に図 るじたをつをの 努みにまの月もる＜ 動の の生育 週［ ごよででてと目さて 、-.;:
努書 ょ＼．て反く深揚，めら次すつは少そな )j = 
め等 う規る省るめを またの°な．、なかり をか すのる

ーに活て動 協う明いく疑分いき に
刀どるるだわは°る 心

るを 家則とし°てつ し楽よ が家くに‘推月 る基た くういいさせ特特だ
°処庭正と‘ ‘く ょしう り庭ななと 進間 こ盤め だか苓るいる別にけ

. o 
，．．．．亨』ヽ・・・＊..............................感...•、・・・·············--···--、............・·會· • •. ．．．．．̂.．．．．.．.．．．．．．“.．．．．．． P り 9 9洟● ●..........,.......................................慶・ • ・ •ィ・・・，．．．．，．．．．．．．．．．．．曾●● `．．．．．． 

I 

24日

28日

2 9日

町長杯ソフトボール大会（第1回），
： 優勝

猟友会総会

勤労感謝の日

（中津）

（肱川中学校）

1 3.0 0 ( 

消防団分団長会（

池田萬千雄氏

1 1.-0 0 t ~ 16.0 0 （役場）

9
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畷今回開催しました市売状況は下記の通りでしたので
苓知らせします。 • 

尚，最終市死日は12；月
1 0日

1. 

2. 

3. 

月

数

金

日 2
9
 

,
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8
高
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4
 

記
日

4 6 

＇ 
9 ̂ `, 

長；，ヽ

1月

1 4. 3 0 0将

値 ‘3曹90 0円

値, 1,100円

均値 2, 7 5'5円｀
概況i (11月下旬からの下げ相瘍に加え， ~·.' 
産地役←斉出荷が重なって3,000円台を大き 、

く割身．：，品柄の不揃い，仕上げ色の悪さがめだ

った。今回市ば，＇出肉変形物が 2,700円中心
で平均相場となり．t．9バレ大葉，変形七ロ

2,9 0 0円前祓，セロ上3,3 0. 0,.._,.3, 6 0 0円，

並 3,000円中心，、ドンコ 2,4 0 0 -.2. 6 0 0 
円。

色悪，•カゲ，ニエ付，ジャミ共に 1.3 0 0~ 
1,800円で弱気。
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ロ 雑バルプ材

1. 5、m~2.1m 

末口6
1 9円20

2. 1 m 

末口 14虚上
2 9円～32円

り）

四
、
正
月
の
に
す
る
~

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
そ
i

く
し
た
行
事
を
行
な
う
。

i

、
年
末
、
年
始
の
機
会
を
と
ら
え
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｀
て
社
会
遥
徳
の
高
揚
に
努
め
る
。
~

、
年
末
、
年
始
の
非
U

び

事

{

故
の
防
止
に
努
め
る
。



昭和 46年 1月分学校給食献立表（予定）
肱川町学校給食センクー

日 ノぐ ン 生 乳 黄の食品 赤の食品 みどりの食品 熱たんばく質量
砿
g 

曜 でんぷん・しぼう たんやば骨 く 質 かい又をふ調＇ん子しビクミン
日 献 立 名 働く力や体温になる 血や肉 になる 体 よくする 小学 中 学

8 
きつねうどん うどん I鶏肉油ぁげかまぽこ たまねぎねぎ 6 5 0 8 3 7 

金
戸に旱んじ竺ん竺キャペッ

2 4.3 3 0. 0 

11 
“'9 9 ,  1----•--• …•--• 9 ---

8 0 7 1.0 3 7 
月 焼き そば 中華そば油 豚肉もくわ

たまねぎねぎ 2 6. 0 3 0. 7 

12 
厚あげのそぼる煮

マロニー 油 さとう ［L豚脱ち蜀應び肉くL石粉わ乳粉§チ厚ーズあげ― にんじん 白菜 6 9 9 8 9 1, 
火 グリンビース 2 9.1 3 7. 2 

嬰カレシチュー ぶどうバン じゃがいも 油 にんじんたまねぎ 7 1 6 8 4 2 
マカロニ ねぎ レーズン 2 2.9 2 9.1 

14 
苓でん風煮 じゃがいも こんにやく 厚あげ かまぼこ 大根白菜わかめ

6 9 6 1,042 
木 2 4. 7 3 3.4 

18 
中華そば 中華そば油 豚肉 てんぷら らくわ

にんじん白菜 8 1 4 8 8 0. 
月 たまねぎ 2 6. 7 3 2. 7 

1火9 
←----̂・『『-~ • ---• ・ ---．．』 99 - - ---

ぜんざい くだもの 小麦粉白玉粉さとう あずき 脱脂粉乳 くだもの
8 6 8 l, 0 8 0 
2 6. 3 2 8. 7 

翌
●、

ヽ

油あげ かまぽこv そ 煮 じゃがいも 油 さとう
ひじき にんじん 7 0 6 8 7 1‘ 

てんぷら グリンピース 2 4.2 3 0,'7 I 

21 
ゆでたまごみそ汁 じゃがいも たまご豆腐油あげ 大根にんじんねぎ 7 9 1 9 6 6 

木
と

みそ わかめ 3 1.1 3 7. 9 

22 
じゃがいものそぼる煮 じゃがいも さとう 油 鶏ひき肉 ちくわ

にんじん 白菜 7 0 6 8 9 0 
金 グリンピース 2 6.5 3 3. 5 

25 
スバゲッティ ミー，トソース スバゲッティ 油 豚ひき肉粉チーズ

にんじんキャペッ 7 2 0 9 0 9 
月 たまねぎ グリンピース 2 4.6 3 0.6 

26 
好き焼き風煮 白玉もらあぺ川

じゃがいも さとう 油
牛肉厚あげ きな粉

にんじん白菜 6 9 7 8 8 0 
火 こんにゃく 白玉もち たまねぎ 2 5. 4 3 2. 4 

27 ポテトサラダ CL Cニューココア じゃがいも スペゲッティ
ソーセージ 粉チーズ

キャベッ にんじん 7 9 3 9 8 1 
水 マーガリン マヨネーズ たまねぎ みかん 2 3.9 3 0. 7 

28 じゃがいも 油 牛脱脂肉粉粉乳チーズ にんじんたまねぎ 7 8 9 1,010 
木
ホワイトシテュー ぶどうバン

マカロニスィートコーン グリンピース 2 3.9 3 0. 5 

29 、デラックスチキン（ソースパック）
油 豆デ腐ラックスチキン 大根ぎ にんめじん 白菜 7 0 4 8 6 2 

金 みそ汁 みそ ね わか 3 2.5 3 5.9 

,¥̀） 

ヽ

，

＇

で，

0 材料の都合より，献立を一部変更することがあります。
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十

月
二
士
＝
日
土

一
月
二
十
六
日
火

一
月
i

一
十
八
日
木

月
野
。
オ
ャ
プ

宇谷
口
宇
和
川
北 ォ
ャ
プ

＊
 ．
 

i

一
月

.9 

．
 
．
 

令

，
 

ヽ

五
日
八
日

ォ
ャ
プ
鍮

油
配

日

一
月
の
推
進

i

と
こ
る
に
よ
っ
て
は
、
で
に
土
の

~
l

す
る
。
ぶ
ン
の
飼
料
作
に
よ
る
悩
み
も
解
消
さ
れ

f
当
た
り
平
均
）
し
た
。
~

~
朽
化
が
か
な
り
進
み
、
施
肥
の
効
果
~
九
、
土
の
色
を
早
し
て
、
大
陽
輻
広
の
で
は
な
い
か
と
姦
も
い
ま
す
。

i

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
農
家
所
得
は

i

●
が
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
~
射
熱
の
吸
収
を
さ
か
ん
に
し
、
土
五
来
年
は
乳
価
の
値
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
'
―
二
五
万
円
で
、
前
年
に
比
ベ
ー
ニ

i

~
る
よ
う
で
す
。
~
の
温
度
を
高
め
る
。
ら
ま
す
の
で
、
飼
科
値
上
げ
な
ど
も
あ

1

万
固
＝
←
0
0
円
(
l
-
7
0
%
）
増i

{
ご
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に
桑
は
永
年
性
の
ぃ
十
、
肥
料
の
三
要
素
は
も
ち
る
ん
の
；
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
見
通
し
が
明
丁
加
し
た
。
＠
農
業
所
得
は
五
二
万
九
三
i

バ
物
で
あ
り
、
ま
た
深
根
性
の
作
物
で
]
こ
と
、
そ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
i

る
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
努
力
さ
れ
る
[
0
0
円
で
前
年
に
比
べ
わ
ず
か
三
―
―
？
水
稲
肥
料
と
林
地
肥
料
の

C
0
円

(
O
c
四
％
）
の
増
加
に
と
ど
ま
；
ソ
纏
め
を
行
な
い
ま
す
。

；
す
か
ら
、
土
の
よ
し
あ
し
が
、
そ
の
生
i

微
量
要
素
を
含
有
す
る
よ
う
に
な
；
こ
と
も
姦
願
い
致
し
ま
す
。

＂
っ
た
。
こ
の
よ
の
う
農
業
所
得
の
伸
ぴ
二
諸
経
費
の
値
上
が
り
の
た
め
、
肥

る
。

二
官
に
い
つ
そ
う
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
~

~
桑
園
土
壌
の
改
良
に
は
酸
度
検
定
度
以
上
の
よ
う
に
、
有
機
質
施
用
の
土
り
如
停
滞
し
た
の
は
、
農
業
生
産
が
三
十
，
料
の
現
在
価
格
維
持
が
難
か
し
く

：
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
の
反
応
を
桑
壌
皇
改
良
し
、
施
肥
の
効
果
を
い
つ
そ
~
農
政
の
う
ご
き
入
年
以
来
六
年
ぶ
り
醤
少
し
た
こ
と
口
な
っ
て
来
ま
し
た
。

互
産
者
米
価
が
す
え
置
き
と
な
っ
た
こ
：
生
産
費
の
大
部
分
が
肥
料
農
薬
に

ぃ
の
生
育
に
適
す
る
よ
う
に
矯
正
す
る
こ
う
高
め
て
高
収
益
養
蚕
の
基
盤
を
確
立
~

＂
と
が
か
ん
じ
ん
で
す
。
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
〗

⇒

面
の
食
料
品
価
格
安
定
対
策
ど
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
使
わ
れ
て
知
り
ま
す

0
良
く
考
え

~
®
農
外
所
得
、
農
外
収
入
は
八
0
万
円
王
無
駄
の
な
い
合
理
的
な
施
肥
設

才
十
九
回
[
ま
た
そ
の
土
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、
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；
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％
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．
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著
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④
家
計
簿
は
一

h

・
か
ら
申
込
み
期
日
は
遅
れ
な
い
よ

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

な

ど

の

有

機

質

肥

料

が

大

事

か

と
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＂
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、
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．
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瓦
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荷
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収
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荷
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れ
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を
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近
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烈
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